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白
滝
の
荘
厳
な
姿
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

ー
白
滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
1

十
一
月
一
日
、
白
滝
の
雌
滝
前
広
場
で
「
白
滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
(
久
保
義
章
実
行
委
員
会
長
)
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
九
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

名
勝
白
滝
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
願
し
た
神
事
の
後
、
出
席
者
が
見
守
る
中
、
一
キ
ロ
可
の
大
型
ラ
イ
ト
三
基
に
明
か
り
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
白
滝
公
園
の
登
り
口
付
近
で
は
、
鏡
割
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
も
執
り
行
わ
れ
、
う
ど
ん
や
お
菓
子
な
ど
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
た
会
場
は
、
約
三
百
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

憲一氏 (白滝)撮影窪
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やすと 輔の

前田や報集後{こ出さないように ※ その他のごみについても、ほぼ
同じ時間に収集する予定です。

保
内
町

l火園金|

轄讃
11 :00 

双
海
町

茂
関

曲
室
内

大洲市

ごみ収集の有料化iごよる指定袋顛亮屈を募集じています
平成 11年 4月からのごみ収集の有料化により、
長浜町の指定するごみ袋以外ではご、みを出すこと

ができなくなります。
そこで町では、指定ごみ袋を販売していただけ

るお府-団体を募集しています。小売業で、販売に
ご協力しミただける方、市販のご、み袋を取り扱われ

ている庁、新しく指定ごみ袋の販売を行いたい団

{本のんーは、:fy:士長主ti舌王棄±完言果までごi童手昔ください。
なお、指定ごみ袋は委託販売方式となりますの

で、連絡いただいた方には、後日、取扱・契約等

に関する説明会を実施します。

[契約資格]町内に 1年以上居住し、公租公諜を
滞納しでなく、販売活動を継続して行える見込み
があると町長が認める者。 j 弘

I連絡・お問い合わせ先] 校、ぜ料ごみ穏やさないご合

役場生活環境課(保健セン
ター内:宮 52 -3 0 5 5 
(有)2095) まで。

き ~.，--_，、り一二通，くださ
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曹
関
車
且
曹

簡
園
田
園
圏闘
訓

瞳園

よ 。
長 週2園
浜町指定

半透明 | 月 E 木

大・中・小( 又は
火区金

長浜町指定 月2田

透明
l第 1水曜

大・中
第3水曜

長浜町指定 I 月2田

透明
l第2水曜

大園中
第4水曜

⑮台所の生ごみは十分水きりをして下さし、。

。生ごみ処理機器等を利用し、出来るだけ自家処理に努めて下さい。

@紙オムツの汚物は取り除いてから出して下さい。

@大量の勇定した枝などは収集できません。

@缶・ビンの中身を除き水洗いして下さい。
@びんのキャップははずして材料毎に燃やすごみ、燃やさないごみに出して下さい。

@缶とビンは 1つの袋で出して下さい。
@リターナブルびんは購入した届に返して下さい。

⑧ペットボトルは中身を除き水洗いして下さし、。

。ぺットボトルは必ずキャッブをのぞいて出して下さい。

⑧ぺットボトルのリサイクルマークが無いものは燃やすごみに出して下さい。

@発泡スチロールは水洗いして出して下さい。

@手で割れないものは燃やすごみに出して下さい。

⑮トレイなどのシールは剥がしてから出して下さい。

@古紙・古布はそれぞれ紐を十字にかけてきつくしばって下さい。

月1囲 I~紙パックはきれいに洗って広げ、よく乾いてから紐でしばって下さい。
⑧5 0 0 m.e未満の紙パックは燃やすごみに出して下さい。
⑧なるべく雨の日は出さないようにして下さい。

第 1金曜

曜

田1

金

月

知

{疋指

明

中

開

透

大

長

@段ボール箱・肥料袋・米袋などに入れて出さないで下さい。

@カセットボンベ・スプレーは、使い切った後、穴をあけて出して下さい。

@針や割れたガラス、刃物など危険なものは紙に包み「キケン」と書いて下さい。

掛

母由母
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開事酔奇ヂ

く

ノ亘ビルaんなどは
J完庖に引き取って
もらって下3い

事|議長b

i事

酬明

本石;

d詳〆

何回
/※スプリンク入りのミノトレス

ソファ は出せまtさんl

引
っ
越
し
)

ザ
」

J
q

み

た

ら

ご

れ

守

レ

き

を

な

出

ル

み

い

で

一

こ

て

外

ル

た

れ

以

、

れ

さ

袋

他

さ

別

{

疋

の

出

八
力
指
み
そ
に
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議

ル
ー
ん
違
反
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老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
と

共
に
年
々
増
加
し
て
お
り
、
老
人
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
、
八
十
万
八
千
二

百
二
十
六
円
で
前
ノ
孟
民
よ
り
二
・
九
%
、

老
人
保
健
医
療
受
給
者
数
は
三
・
二
%

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
に
な
る
と
病
気
に
な
り
や

す
く
な
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
。

か
か
っ
た
医
療
費
に
も
関
心
を
も
ち
、

重
複
受
診
や
多
受
診
の
な
い
適
正
な
受

診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

長浜町老人医療費の推移

)内は前年度比伸び率

(万円)

80 

70 

60 

50 

40 

30 

平成9年度長浜町の老人医療費の状況

項 日 件数 三人区~ 額

入 院 2，364 878，005，540 

食事療養費
入院件数に含む

112.008.330 (2，269) 
診療費

入院外 25.705 542，833，670 

歯科 1，854 36，138，620 

調 剤 3，196 38，656，530 

入所 165 37.997.746 
施設療養費

通所 57 5，124，500 

言方 問 看 三菱 26 1.801.200 

療 養 費
(コルセット、
柔道整復、アンマ、
マッサージ)など 318 4，298，231 

よ口』 計 33，685 1，656，864，367 20 

10 2，050人

808，226円

-年平均老人医療受給者数

-年間一人当たり老人医療費

平成4年度平成5年度平成6年度平成7年度平成』年度平成。年度

。804，586円-県平均一人当たり老人医療費

6 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
次
の

統
計
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
平
成
十
年
工
業
統
計
調
査
・
・
・
製
造

事
業
所
の
実
態
を
調
査

O
平
成
十
年
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
・
:
従
業
者
三
十
人
以
上
の
製
造

事
業
所
の
石
油
等
の
消
費
実
態
を
調

査
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す

。

(

長

浜

町

)



精
神
又
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児

童
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度
で

す。
O
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

川
で
き
る
人
は
?

一
、
障
害
児
を
監
護
し
て
い
る
父
又

は
母

二
、
障
害
児
と
同
居
・
監
護
・
生
計

を
維
持
し
て
い
る
父
母
以
外
の
養

育
者

※
た
だ
し
、
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
限
度
額
を
越
え
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

O
対
象
と
払
…
る
障
害
児
と
は
?

一
、
二
十
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

二
、
障
害
を
理
由
と
し
た
年
金
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

三
、
一
級
・
二
級
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
こ
と

四
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
な
い
こ
と

O
支
給
方
H

法
は
?

請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
開
始
さ
れ
、
支
給
で
き
な
く

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
分
で
終
わ
り

ま
す
。
四
月
、
八
月
、
十
一
月
に
そ

れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を
ま
と
め
て
郵

便
貯
金
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

※
こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
手
続
き
を
!

大
認
定
請
求
書

受
給
資
格
が
で
き
、
手
当
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き

大
所
得
状
況
届

毎
年
八
月
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
す
べ
て
の
方
が
提
出
す
る
書
類

大
額
改
定
請
求
書

障
害
児
の
数
が
増
え
た
り
、
障
害
の

程
度
が
二
級
か
ら
一
級
に
な
っ
た
と
き

女
額
改
定
届

障
害
児
の
数
が
減
っ
た
り
、
障
害
の

程
度
が
一
級
か
ら
二
級
に
な
っ
た
と
き

大
受
給
者
死
亡
届

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

大
資
格
喪
失
届

受
給
者
又
は
障
害
児
が
支
給
要
件
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
添
付
資
料
が
必
要
で
す
。
詳

細
は
、
役
場
福
祉
課
町
民
福
祉
係
(
宮

五
二

l
一
一
一
一
〈
内
線
二
八
〉
・
帰

二
O
七
二
)
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

障害者遺閤

(12月3-9日)

ー制服に惑わされずに「電話局のほうから来ました。」と、制服らし
いものを着たセ←ルスマンが訪問して来たことが

ありませんか。
「この地域ではダイヤル式電話機が使えなくな

りました。JI今ならこのプッシュ式電話機を特別
価格でお安くしておきます。J などと言っていろ
いろな機能の付いた高価な電話機を勧めますが、

現在もダイヤル式は使えます。

「電話局のほうから」というのは、電話局の方
角から来た人であって、電話局の職員ということ

ではありません。また、これと同じように「消防

-7 
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なぜ、由民年金加入の届出 I~ あなたの基礎年金番号の資格記録では、国民年金に
書が送られてきたのですか。! 加入しなければならない期間ガあるように思われます

ガ¥今現在その届出ガ、行われていないためです。

会社を退職した場合体、 E富
良年金に加入しなければな

らないのですか。

と
し
の

こ
ま
る

る
し
す

す

職

入

婚
退
加

結
を
に

と
社
金
》

方

金

年

h

の
、
田
氏
う

田
県
り
国
よ

社

な

o

し

会
に
た
で

第3号被保険者の届出をすれば、
配縄者の様険料(厚生年金支は

共済組合加入者)の負担が増え

るのではないでしょうか。

第 3号被保険者の種別確認
の量出{ま、どのような場合

{こ必要ですか。

会社員である共が退職しま

したが配稿者である私も圏

民年金の届出が必要でしょ

うか。

会社を退職後、 2ヶ月後に
再就職する予定です。それ

までの問、圏民年金に加入

するのですか。

20歳から60措までの閤は、国民年金・厚生年金・共済

組合のいずれかの年金制度!こ加入して、保険料を納める義

務ガあります。したガって、退職して、厚生年金の加入者

でなくなっ疋ら国民年金に加入しなければなりません。

結婚するまでは、第1号被保険者として、国民年金の加入の

手続きをし、保険*3fを納めてください。また、結婚してご主人

の被扶養者になれば、第3号被保険者になり¥保険料を納める

必要ガなくなりますので、届出を行ってください。

第3号被保険者の保険料については、年金制度全体

で負担していますので、ご白身で保険料を負担する必

要はありませんし¥配偶者の保険料額も変わりません。

ご主人ガ出向や転職により、加入している年金制度
変わったときは、あなたの保験料を負担する制度ガ
変わりますので、その都度必要です。

(f~U :国家公務員共済組合→地方公務員共済組合、
国家公務員共済組合→厚生年金)

その場合、奥さんの国民年金の資格も第3号被保険

者力、ら第1号被保険者に変わり、保険料を納めなけれ

ばなりませんので、届出ガ必要です。

20歳力、ら60歳までの閤は¥国民年金。厚生年金。

共済組合のいずれかに加入して、保険料を納める義務

ガ:ありますので、たとえ 1ヶ月でも、国民年金に加入

レて保険料を納めなければなりませんO

-8-



第
四
回

学
校

徒
美
術
展

長
浜
高
校
生
徒
の
皆
さ
ん
が
描
い

た
、
絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
画
な
ど
の
美

術
作
品
約
五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
f

ー
雇
用
促
進
融
資
1

一
雇
用
促
進
融
資
と
は
、
社
宅
や
保
養

所
、
託
児
所
な
ど
を
建
設
し
た
り
購
入

さ
れ
る
事
業
主
等
に
必
要
な
資
金
を
融

資
し
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
は
大
き
く
、
返
済
は
長
期
で

金
利
も
低
く
、
と
て
も
有
利
に
な
っ
て

い
ま
す
。
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

{
お
問
い
合
わ
せ
}
愛
媛
一
雇
用
促
進
セ

ン
タ
ー
雇
用
改
善
部
門
(
松
山
市
宮
田

町一

O
九
番
六
:
千
代
田
火
災
松
山
ビ

ル
四
階
一
・
君
。
八
九
l
九
四
七
|
六
六

七
七
)
ま
で
く
だ
さ
い
。

再
就
職
希
望

登
録
者
募
集
中
!

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
放
れ
た

ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い

財
)
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
は
、
そ

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

{
期
日
一
十
二
月
九
日
j
十
七
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

中
h
a
f
J

I
L
W
V
1
、

お竹内
V
弘、町

ん
な
あ
な
た
の
再
就
職
の
準
備
を
長
期

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

育
児
・
介
護
等
の
た
め
退
職
し
、
将

来
再
就
職
を
希
望
す
る
方
は
、
登
録
す

る
と
次
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
手

続
は
簡
単
、
無
料
で
す
。

O
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
の
定
期
的

な
送
付

。
再
就
職
の
準
備
な
ど
の
個
別
相
談

。
指
定
す
る
教
育
訓
練
の
割
引
券
(
二

割
引
)
の
発
行

一
お
問
い
合
わ
せ
一
(
財
)
一
一
十
一
世
紀

職
業
財
団
(
松
山
市
千
舟
町
四
丁
目
四
l

三
一
-
君
。
八
九
九
二
一
五
六
六
O
)

ま
で
。「

国
の
教
育
口

i
ン」

の
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
等
へ
の
入
学
費
用
や
、

在
学
中
の
授
業
料
な
ど
の
費
用
を
融
資

す
る
「
国
の
教
育
ロ

1
ン
」
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
低
利
で

の人権

~世界人権宣言50周年~
今年は、世界人権宣言が昭和 23年 12月 10司

の第 3回国際連合総会において採択されてから

50周年を、また、同年 7月 17日に発足した我

が国の人権擁護委員制度も、 50周年をそれぞ、れ

迎えるという意義深い年に当たります。

そこで、法務省及び全国人権擁護委員連合会

では、本年 12月を「世界人権宣言 50周年-人

権擁護委員制度 50周年記念月間」と定めまし

た。一人ひとりが人権を再認識して、お互いの

立場を尊重し、自分の権利ばかりを主張するこ

とσコなしミょう J心カ討すましょう。
なお、長浜町の人権擁護委員は次の方々です。

相談は無料で秘密は固く守られますので、子ど

もの「しミじめ」 ・体罰の問題、差別、嫌がらせ、

家庭問題、近所とのもめ事などでお困りの方は、

お近くの人権擁護委員か法務局、またはその支

局へご相談ください。

長浜町の人権擁護委員

切の人権

~長浜町立図書館~

ロ
ー
ン
係
ま
で
。

者

人志
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言君主:
が日

〈
明
る
い
社
袋

本
当
の
強
さ
と
は

長
浜
中
学
校
三
年
二
組

九
〈
口
上

美

本
当
の
強
さ
・
:
。
私
は
、
こ
の
言
葉

を
聞
い
た
と
き
、
「
本
当
に
強
い
人
と

は
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う
。
」
と
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。
よ
く
、
力
が
強
い
人

ゃ
け
ん
か
の
強
い
人
が
、
み
ん
な
か
ら

「
強
い
人
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

こ
れ
と
は
意
味
が
進
う
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。私
た
ち
の
周
り
で
よ
く
起
き
て
い
る

い
じ
め
を
例
に
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
あ
る
集
団
が
一
人
を
い
じ
め
て
い

る
と
し
ま
す
。
誰
か
が
そ
の
場
を
通
り

が
か
り
い
じ
め
だ
と
気
付
い
た
と
し
て

も
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
友
達
を
助
け

れ
ば
、
内
分
も
同
じ
目
に
あ
う
か
も
し

れ
な
い
と
思
っ
て
、
注
意
し
た
り
し
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〕
で
も
、
本
当
に

強
い
人
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
場
面

に
出
く
わ
し
た
と
き
、
い
じ
め
ら
れ
て

い
る
子
を
助
け
る
と
思
い
ま
す
。
た
と

富山
V

Z索
作
ド

ぇ
、
自
分
も
一
緒
に
い
じ
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
も
で
す
υ

い
じ
め
る
こ
と

は
、
悪
い
こ
と
だ
と
知
っ
て
い
て
も
、

自
分
が
仲
間
か
、
勺
は
ず
さ
れ
る
こ
と
が

こ
わ
く
て
、
一
緒
に
い
じ
め
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
強
い
人
と
い
う
の
は
、
仲
間
か

ら
は
ず
さ
れ
て
一
人
に
な
っ
て
し
ま
、
つ

こ
と
も
覚
悟
し
た
上
で
、
正
し
さ
を
つ

ら
ぬ
く
人
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
普
段
の
生
活
の

中
で
、
集
団
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
結
構
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

私
は
あ
る
口
、
お
母
さ
ん
に
こ
ん
な
こ

と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
O
Oち
ゃ
ん
は
勉
強
し
よ
る
ん
だ
か

ら
、
あ
ん
た
も
し
な
さ
い
。
」

す
る
と
私
は
、

「
他
の
人
は
他
の
人
で
私
は
私
な
ん
だ

か
ら
一
緒
に
せ
ん
と
っ
て
。
」

と
言
い
返
し
ま
す
。
し
か
し
、
何
か
が

流
行
し
だ
す
と
、
の
り
お
く
れ
た
ら
い

け
な
い
と
思
う
か
ら
か
、
み
ん
な
と
一

緒
の
も
の
を
持
ち
た
が
っ
た
り
、
行
勺

た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
多

少
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ

と
矛
盾
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
で
は
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
て
い

た
と
き
の
こ
と
、

A
に
す
る
か

B
に
す

る
か
、
意
見
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
土
日
一
日
比
は
出

ま
せ
ん
。
代
表
者
が
困
っ
て
粘
同
多
数

決
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
伊
ま
し
た
。
私
は

A
が
い
い
と
思
っ
て
い
主
し
た
。

「
A
が
い
い
と
思
う
人
。
」

と一
J

一
口
わ
れ
た
と
き
、
誰
も
手
を
あ
げ
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
本
当
は
A
だ
け
ど
、

み
ん
な
が
あ
げ
な
か
っ
た
か
ら
手
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
よ
う
に
自
分
の
意
見
を
表
せ
な
い
で

い
る
と
い
う
こ
と
は
結
構
あ
る
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、
も
し
社
会
が
、
意
見
を
合

わ
し
た
り
人
に
流
さ
れ
る
人
ば
か
り
だ
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら

く
、
時
く
活
気
の
な
い
社
会
に
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
戦
後
、
急
激
に
こ

の
日
本
が
発
達
し
た
の
も
、
結
局
は
い

ろ
い
ろ
な
人
々
の
考
え
方
の
お
か
げ
だ

と
忠
、
つ
の
で
す
。
い
ろ
ん
な
意
見
が
出

る
と
、
お
の
ず
と
視
野
が
広
く
な
り
、

ひ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
も
生
ま

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
見
方
も
で
き
て
く
る
と
思
う

の
で
す
。
人
間
と
し
て
の
成
長
に
つ
な

が
り
、
物
事
に
対
し
て
善
悪
の
判
断
も

養
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
位
の
中
は

発
展
す
る
の
で
す
。
自
分
と
い
う
も
の

を
持
っ
て
い
な
い
人
ば
か
り
の
世
の
中

だ
っ
た
ら
、
活
気
の
な
い
、
発
展
に
乏

し
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
し
て
い
る
の
に
、

「
つ
ま
ら
な
い
か
ら
や
め
る
。
」

10 

長浜中学校のグループ学習(資料写真)

と
か
、
「
し
ん
ど
い
か
ら
や
ら
な
い
。
」

と
い
う
の
は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
途

中
で
投
げ
出
し
て
ば
か
り
い
た
ら
、
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
、
ゴ
ー
ル
に
到
達
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
つ
ま
ら
な

い
か
ら
や
め
る
」
と
い
う
よ
う
な
気
持

ち
は
、
「
弱
い
」
に
等
し
い
と
思
い
ま

す。
本
当
の
強
さ
と
は
、
一
人
に
な
っ
て

も
正
し
い
こ
と
を
つ
ら
ぬ
く
人
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
人
、

中
途
半
端
で
投
げ
出
さ
な
い
人
:
・
。
私

は
、
そ
ん
な
人
た
ち
、
か
本
当
の
強
さ
を

持
っ
た
人
だ
と
患
い
ま
す
。
一
人
び
と

り
が
勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、

本
当
の
強
さ
を
持
つ
こ
〉
一
が
で
き
ま
す
。

本
当
の
強
さ
を
持
て
ば
、
き
っ
と
正

し
い
こ
と
が
正
し
い
と
言
え
る
明
る
い

社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
に
私
も
社
会

の
一
員
と
し
て
、
本
当
の
強
さ
を
持
っ

た
人
間
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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の
色
が
達
、
っ
。
顔
が
達
、
っ
。

性
格
が
達
、
っ
。
一
人
一
人
そ
れ
ぞ

れ
み
ん
な
違
う
。
そ
ん
な
こ
と
は

当
た
り
前
で
す
。
し
か
し
皆
同
じ

人
問
、
地
球
に
住
む
同
じ
人
間
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

の
で
す
。

だ
が
、
私
の
願
い
と
は
裏
腹
に
、

部
落
差
別
、
人
種
差
別
、
男
女
差

別
な
ど
、
今
も
ま
だ
た
く
さ
ん
の

差
別
が
あ
り
ま
す
。

今
私
は
、
授
業
で
日
本
国
憲
法

の
「
基
本
的
人
権
」
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
ま
す
。
「
人
権
」
と
は
、

す
べ
て
の
人
聞
が
人
間
で
あ
る
か

ぎ
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
権
利
で
す
。
し
か
し
、
「
そ
れ

は
間
違
い
だ
。
人
聞
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
平
等
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
た
人
が
い
る
の
で
す
。
そ

れ
は
、
芸
能
人
の
山
城
新
伍
さ
ん

が
子
ど
も
の
頃
に
父
親
か
ら
聞
い
た
言

葉
と
し
て
、
山
城
さ
ん
の
書
い
た
本
の

中
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
習
っ

て
き
た
こ
と
と
正
反
対
の
一
言
葉
で
す
。

私
に
は
、
何
が
間
違
い
な
の
か
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
山
城

さ
ん
の
、
相
撲
の
エ
リ
ー
ト
に
生
ま
れ

て
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
若
・
貴
兄

弟
と
、
ハ
ワ
イ
の
カ
ラ
カ
系
の
先
住
民

族
と
し
て
、
貧
し
い
環
境
で
差
別
さ
れ

な
が
ら
育
っ
た
武
蔵
丸
の
例
を
あ
げ
て

の
説
明
で
、
何
と
な
く
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
人
間

;γ

詑

技

は
生
ま
れ
た
環
境
と
い
開
山
本
一
議

い
、
受
け
る
教
育
と
い
間
滞
ぷ
1
J
t

い
、
才
能
と
い
い
、
皆
諮
二
一
寺
一
九
一

そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
す
。
三
日
夜
認

し
か
し
、
こ
れ
で
終
日
w
u
m
w
m
w
語

わ
れ
ば
大
変
で
す
。
こ
の
続
き
が
大
事

な
の
で
す
。
山
城
さ
ん
の
父
親
は
、

「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
人
間
で

あ
る
。
だ
か
ら
平
等
で
な
く
ち
ゃ
な
ら

ん
の
だ
!
こ
う
い
う
こ
と
を
お
前
よ
く

考
え
ろ
」
と
続
け
て
い
る
の
で
す
。
山

城
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
、
差
別
的
な
も

の
の
言
い
方
を
し
た
時
に
必
ず
一
言
わ
れ

た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

授
業
で
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
、

フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
、
水
平
社
宣
言
、

世
界
人
権
宣
言
に
つ
い
て
も
学
習
し
ま

し
た
。
そ
の
ど
れ
に
も
「
自
由
と
平
等
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
何

気
な
く
使
っ
て
き
た
言
葉
で
す
が
、
山

城
さ
ん
の
父
親
の
言
葉
を
知
っ
た
こ
と

で
、
私
な
り
に
考
え
直
す
機
会
を
与
え

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
人
権
」
に
関
す
る
作
文
を
書
き
な

が
ら
も
、
私
自
身
、
本
当
に
誰
に
も
平

等
に
接
し
て
い
る
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、

「
は
い
」
と
き
っ
ぱ
り
と
言
い
き
れ
る

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
障
害
」

者
に
出
会
っ
た
と
き
、
普
通
に
接
す
れ

ば
い
い
の
に
、
変
一
に
意
識
し
て
し
ま
い
、

相
手
を
見
て
も
い
い
の
か
、
い
け
な
い

の
か
な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
も
偏
見
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
に

最
も
身
近
な
問
題
に
い
じ
め
が
あ
り
ま
は
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し

す
。
集
団
で
一
人
を
い
じ
め
る
こ
と
が
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
見
て
見
ぬ

多
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
じ
め
ふ
り
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
じ
め

て
い
る
本
人
は
罪
の
意
識
が
少
な
い
と
に
加
担
し
た
の
と
同
じ
で
す
。
ち
ょ
っ

思
い
ま
す
。
い
じ
め
を
見
て
い
る
人
、
と
の
勇
気
が
一
人
の
命
を
救
う
か

つ
ま
り
傍
観
者
も
い
じ
め
て
い
る
の
と
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
さ
さ
い
な

同
じ
で
す
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
い
こ
と
で
も
、
一
つ
一
つ
の
積
み
重

と
言
っ
て
も
、
相
手
が
い
じ
め
だ
と
感
ね
が
、
人
権
意
識
を
高
め
て
い
く

じ
た
ら
、
そ
れ
は
い
じ
め
な
の
で
す
。
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
知
ら
な
い
う
ち
に
、
だ
れ
か
を
傷
山
城
さ
ん
は
、
最
後
に
「
差
別

つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
社
会
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
が
人

れ
ま
せ
ん
0

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
言
葉
で
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
乗
り

三
討
議
も
、
人
を
傷
つ
け
る
恐
越
え
る
道
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で

泌
総
h

納
税
強
ろ
し
い
言
葉
が
あ
る
の
き
る
の
も
唯
一
人
間
の
使
命
じ
ゃ

し
誌
に
…
忍
…
日
…
で
す
。
中
学
生
の
時
の
な
い
か
」
と
書
い
て
い
ま
す
o

私

jr抑制
全
校
朝
礼
で
の
校
長
先
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く

E

川
正
湾
総
…
生
の
「
一
言
葉
に
は
温
度
れ
る
言
葉
で
す
。
私
も
そ
の
「
人

呆
ま
明
治
的
知
一
が
あ
る
」
と
い
う
話
を
間
」
の
一
人
と
し
て
生
き
て
い
き

思
い
出
し
ま
し
た
。
言
葉
に
は
、
人
を
た
い
と
田
ゃ
い
ま
す
。
差
別
が
な
く

傷
つ
け
る
よ
う
な
冷
た
い
言
葉
と
、
人
な
る
日
ま
で
。

の
心
を
温
か
く
す
る
言
葉
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

世
界
に
は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
権
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
私
に
で
き
る
こ
と
、
私
の
仲
間
と
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
傍
観
者
」
に
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
い
じ
め
を
見
つ
け

た
ら
、
自
分
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

と
き
、
友
達
や
先
生
に
知
ら
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
「
ち
く
っ
た
」
と
、
今
度

園田園園田 E 回国自国 B ・国間園田園 E 園園田園'圃胃園・園圃園・圃圃圃 E 園田園・園園田・幽幽圃 E ・・・・ a面白........圃園園圃 a 園田園田園百四国園圃--圃圃 E 園田園圃開園田園田 E ・岨田園薗司園田.園田園.."'..  '"園田園園田園園田
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長
浜
大
橋
が
、
平
成
十
年
九
月
二
日

付
け
で
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
文
化
財
登
録
制
度
は
、
文
化
財

を
資
産
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
保
存
す

る
制
度
で
す
。
建
築
後
五
十
年
を
経
過

し
て
い
る
建
造
物
で
、
広
く
親
し
ま
れ

て
い
た
り
、
そ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い

珍
し
い
形
を
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
登

録
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
長
浜
大
橋
は
、
国
土
の
歴
史

的
崇
観
に
寄
与
し
て
い
る
橋
と
し
て
登

録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

E 園田園白園田園 E 園田四国園田園田帽巳圃・園---岨園自白星圃幽歯固曲面留目箇固回目園 田ロ--園田園田-~=~-~圃固『

E 
E 

-B 
E 
E 

-E 

私たちの生活道としてなくてはならない赤橋

海外派遣

11月 5日、海外生活体験を通して友好親善を図ると

ともに、国際的な視野を広め国際化に対応できる人材

を育成するために実施された第 2回青少年海外派遣研

修(8 月 29 日 ~9 月 5 日に実施。研修先:アメリカ

オレゴン州・カリフォルニア州)の反省会が行われま

した。

参加者(中学生 11人及び、町議会議員・町職員-

教職員等4人の合計15人)からは、老人福祉施設訪
問やホームステイ体験を通して感じた日本との違いに

ついての感想、や、次回研修への要望等なととの意見が出

されしました。

月一一一自

(
自
)
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今
日
こ
の
頃
で
す
。
忙
し
い
生
活
の
中

で
、
「
筆
を
持
っ
と
本
当
に
心
の
静
ま

る
思
い
が
す
る
。
」
と
、
口
々
に
喜
び

合
い
な
が
ら
、
料
理
や
健
康
な
ど
の
こ

と
で
話
が
は
ず
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す。
皆
さ
ん
、
ど
な
た
で
も
ご
入
会
で
き

ま
す
の
で
、
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

筆
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
遠
慮
な
く

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
代
表
者
一
金
橋
美
春
子
(
長
浜
・
宮

五
二
!
二
八
四

O
)

一
練
習
日
}
毎
月
(
八
月
を
除
く
)
第

一
・
二
・
三
金
曜
日
(
午
後
一
時
j
三

時
)
及
ぴ
、
第
一
・
二
・
四
木
曜
日

(
午
後
七
時
j
九
時
)

一
練
習
場
所
一
金
橋
美
春
子
宅

{
会
員
一
明
智
喜
津
子
、
明
智
澄
江
、

上
田
千
歳
、
小
泉
明
子
、
鎌
田
弘
子
、

佐
々
木
徳
美
、
佐
々
木
直
子
、
村
上
宣

子
、
矢
野
和
子
、
金
橋
美
春
子

L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ
一
代
表
者
菊
地
茂
子

一

合

五

七

O
三
四
五

愛嬢県習寧教育

研究会長浜支部

(書道)

朝て静ますf

生
活
改
善

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

ス
ラ
イ
ス
を
入
れ
て
煮
て
、
冷
や
す
。

③
デ
ザ
ー
ト
用
の
器
に
り
ん
ご
を
盛
り
、

シ
ナ
モ
ン
を
全
体
に
ふ
り
、
生
ク
リ
ー

ム
の
ホ
イ
ッ
プ
と
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ

色
を
付
け
た
ス
ラ
イ
ス
ア
ー
モ
ン
ド
を

散
ら
し
、
ミ
ン
ト
を
添
え
て
い
た
だ
く
。

り
ん
ご
の
レ
モ
ン
煮

生
ク
リ
ー
ム
か
け
(
四
人
分

愛媛県習字教育研究会長浜支部の皆さん

私
た
ち
の
書
道
教
室
で
は
、
漢
字
・

か
な
・
ベ
ン
・
実
用
書
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
楽

し
く
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
昇
級
・
半
年
ご
と
の
昇
段
テ

ス
ト
を
目
標
に
練
習
に
励
み
、
一
年
を

経
過
し
て
で
き
あ
が
っ
た
展
覧
会
の
作

品
を
前
に
し
て
、
「
こ
ん
な
に
書
け
る

よ
う
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な

ど
と
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

一一一「 ー
材一

シオ立石少レり草ヰ
ナ 糖モん}
モ ンご
ンス

ブ

イ
ス

二
個

一//=一個

七
O
j
八
O
g

一
/
一
一
カ
ッ
プ
少
々

ス
ラ
イ
ス
ア
ー
モ
ン
ド
少
々

一
/
四
カ
ッ
プ

大
さ
じ
一
杯
弱

小
さ
じ
一
杯
四
葉

き1仁ど
とにか

恥ん7
J仁上f

2HJl 
で
乙

勺え
Tニワ
℃;ι1/ ¥ 
:手 i主(I 
;ヌィ
二E>
づT

ーに

1
3七、

ミラ砂生
ンムキ唐ク
ト j酉リ
の I
葉ム

一
作
り
方
一

①
り
ん
ご
を
四
つ
切
り
に
し
、
皮
と
芯

を
取
り
、
七
叩
く
ら
い
の
厚
さ
に
ス
ラ

イ
ス
し
、
塩
水
を
さ
っ
と
通
す
。

②
鍋
に
り
ん
ご
、
水
、
砂
糖
、
レ
モ
ン

-13 
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の訴泊
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雪て

卜
一
月
一
日
、
櫛
生
の
櫛
風
会
(
山

本
一
院
明
会
長
)
と
い
も
人
ク
ラ
ブ
(
聖
寿

会
・
石
内
義
盛
会
長
、
山
寿
会
・
坂
田

信
也
会
長
)
の
会
は
ら
約
四
十
人
が
参

加
し
て
、
J

網
卦
岩
の
注
連
縄
の
掛
け
替

-
え
作
業
が
行
わ
れ
た
。

桐
掛
岩
を
長
浜
町
の
名
所
の
一
つ
に
、

レ
し
数
午
前
か
ら
整
備
が
続
け
ら
れ
て
い

る
こ
の
事
業
。
も
と
は
、
そ
の
昔
伊
予

ー
だ
ま
ず
み

の
国
主
越
智
玉
澄
が
、
大
時
化
の
陪
こ

の
岩
に
舶
網
を
投
、
伊
ほ
け
、
一
時
滞
在

し
た
こ
と
に
由
来
?
一
て
い
る
。

食
品
衛
生
の
向
上
を
図
ろ
う

1
女
性
の
一
円
食
品
衛
生
監
視
し
事
業
5

卜
一
月
五
日
、
一
口
食
品
衛
生
監
視

員
に
よ
る
食
品
営
業
施
設
の
巡
視
が
行

わ
れ
た
。

私
晴
れ
の
下
、
参
加
者
ら
は
、
額
の

汗
を
拭
き
な
が
ら
長
さ
約
二
一
十

m
、
直

径
約
二
十
五
仰
の
大
綱
を
、
約
五
時
間

か
け
て
掛
け
替
え
た
。

施設巡視を行う一日監視員

こ
れ
は
、
大
洲
食
品
衛
生
協
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
町
内
八
人
の
婦
人
に

-
R食
品
衛
生
監
視
員
を
委
嘱
。
町
内

二
一
か
所
の
施
設
を
辺
担
し
た
。

酢
向
日
間
ら
は
、
一

U
食
品
衛
生
監
視

員
の
た
す
き
を
一
H
に
、
冷
蔵
庫
の
温
度

や
賞
味
期
限
等
の
書
か
れ
た
ラ
ベ
ル
、

調
理
場
な
ど
を
視
て
ま
わ
り
、
食
品
が

衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

注連縄の掛け替え作業を行う参加者

鍛
帳
が
新
調
さ
れ
ま
し
た

5
町
民
会
館
暇
帳
贈
呈
式
・
生
涯
学

習
を
進
め
る
町
民
の
つ
ど
い
1

十
一
月
十
四
日
、
町
民
会
館
で

「
町
民
会
館
鍛
帳
贈
呈
式
・
生
涯
学

習
を
進
め
る
町
民
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
、
関
係
者
ら
約
三
百
人
が
参

加
し
た
。

贈
呈
式
で
は
、
ご
厚
志
を
い
た
だ

い
た
帝
京
大
学
理
下
長
・
総
長
の
沖

永
荘
一
先
生
へ
感
謝
状
が
贈
呈
与
れ

た
ほ
か
、
嵐
太
鼓
の
記
念
演
奏
が
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
つ
ど
い
で
は
、
公
民
館
関

係
者
の
表
彰
の
後
、
沖
、
水
先
生
に
よ

る
「
郷
上
長
浜
を
お
も
う
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
「
長
浜
町
を
い

か
に
住
み
よ
い
町
に
す
る
か
は
、
皆

11 長!
大三三

百圏
雲両
歌~

千圃

筈
火
は
川
面
に
照
り
て
火
に
寄
り
L
貼

を
求
め
て
鵜
は
も
ぐ
り
ゆ
く

大

津

邦

子

線
香
の
煙
に
む
せ
つ
つ
義
士
の
墓
の
苔

む
す
石
塔
に
芥
た
さ
ま
つ
る

高

代

ナ

ガ

ヨ

一
筋
の
ラ
イ
ン
の
下
を
潜
り
抜
け
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
響
く

村

上

テ

ル

子

さ
ん
の
努
力
に
か
か
っ
て
い
る
。
」

と
の
話
に
、
参
加
者
は
静
か
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

カ
タ
コ
ト
で
話
す
が
ま
ま
仁
う
な
づ
き

て
我
も
忘
れ
て
幼
鬼
言
葉
に

渡

辺

ス

マ

子

H

大
和
小
学
校

1

秋
の
日
に
落
ち
葉
を
ふ
ん
で
か
J

く
道

五

年

菊

地

み

の

り

み
ど
り
か
ら
赤
に
支
わ
る
よ
秋
の
山

五

年

亀

井

瞳

美

秋
の
風
そ
ろ
そ
ろ
マ
フ
ラ
ー
ほ
し
く
な

る

五

年

高

橋

早

紀

さ
く
ら
の
業
軟
風
ふ
い
て
落
ち
て
ゆ
〈

六

年

藤

岡

理

想

す
す
き
た
ち
満
月
を
見
て
お
祭
だ

六

年

大

一

七

恭

未

風
ふ
き
て
搭
ち
葉
の
韓
い
が
地
を
す
べ

ゐ

六

年

玉

井

あ

ゆ

み

駄
の
空
小
鳥
も
寓
く
飛
ん
で
い
る

六

年

新

真

亜

沙

夕
焼
け
に
飛
び
か
う
群
れ
は
赤
と
ん
ぼ

六

年

湘

川

羊

一

(

那

夕
焼
け
に
子
ど
も
見
上
げ
る
う
ろ
こ
一
守
一
戸

六

年

兵

頭

浩

至

溶
ち
葉
散
る
さ
み
し
い
駄
の
夕
方
に

六

年

久

保

宏

太

講演を行う沖永先生新調された町民会館の鍛帳
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り 茸庄一ユ乙 壬主日曜
で 技グ 1 刀芳

す大ラ
。 会ウ露戦略譜

男

子

一
六
十

m}
①
大
石
悠
一
(
豊
茂

)
9

秒
2
②
兼
高
達
也
(
豊
茂
)
9
秒
1
③

寓
代
将
一
(
長
浜

)
9秒
5
一百

m}

①
松
本
祐
樹
(
豊
茂
)
日
秒
7
②
犬
同

望
(
長
浜
)
一
川
秒
8
③
兼
高
達
也
(
豊

貫
¥
一
川
秒
9
一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
一
①

淳
芥
遼
一
、
櫛
生
)
叩
秒
5
②
後
藤
裕
介

(
喜
多
瀧
)
叩
秒
8
③
白
井
達
也
(
長

一
点
)
叩
秒
8
一
走
り
幅
跳
び
一
①
大
石

悠
一
(
豊
茂

)
4
m
5
⑦
松
本
祐
樹

(
曲
百
茂

)
3
m
引
③
兵
頭
滑
ぷ
卜
「
大
和
)



3
m
m∞
一
走
り
高
跳
び
一
小
~
宇
都
宮
一
医

晃
(
大
相
)
1
m
m②
藤
田
優
也
(
白

滝
)
1
m
m
③
武
旧
樹
血
(
(
長
浜
)
1

m
日
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
①
酒
井

仁
志
(
白
滝
)
日

m
花
②
淳
井
遼
(
櫛

生
)
出

m
沼
~
叩
以
後
藤
裕
介
(
喜
多
瀧
)

は

m
d
一
四
百

m
リ
レ
ー
一
①
長
浜

(
大
田
・
藤
湖
・
寓
代
・
笹
田
)
引
砂

8
②
豊
茂
(
松
本
・
大
石
・
兼
高
・
冨

田
)
件
秒
1
③
大
和
(
松
栄
・
松
田
・

藤
岡
・
兵
頭
)
臼
秒
9

?以内一，-9 本 8一山秒
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平成9年12月7日生まれ 王べ:②投か麻①恵浦一江 1

女

予

華麗なジャンプを見せた選手たち

津
田
真
希
(
長
浜
)
幻

m
臼
③
中
伊
唯

(
出
海
)
引

m
回
一
四
百

m
リ
レ

l
一

①
長
浜
(
池
浦
・
明
智
。
戎
。
津
田
)

ω抄
7
⑨
荷
生
(
山
本
・
水
沼
・
増
田
・

山
本
)
似
秒

9φ
大
和
(
藤
岡
・
稲
田
・

尾
上
・
谷
本
)
侃
秒
3

ぜ
津
井
く
ん
ら
優
勝
機

弛

1
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
ら
峨

副
議

十
月
二
十
日
、
内
子
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
郡
内
小
学
校
陸
上
時
技
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

子

士
八
十
m
u
U
1
ド
ル
}
①
岸
井
遼
(
櫛

生
)
日
秒

0
{
百

m
一
③
松
本
祐
樹

(
豊
茂
)
日
秒
5

一
走
り
幅
跳
び
}
③

大
石
悠
一
(
曲
一
旦
茂

)
4
m
ロ
{
走
り
高

跳
び
一
②
宇
都
宵
度
見
(
大
和
)
1
m

m
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
一
②
津
井
遼

(
櫛
生
)
日
m
U
M
③
後
藤
裕
介
(
喜
多

灘
)
U
m
日

女

手

一
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
}
①
津
田
真
希

(
長
浜
)
日
秒
0
仰
一
筏
原
良
枝
(
長
浜
)

日
秒
1

一百円

m
一
-3戎
麻
梨
子
(
長
浜
)

日
秒
2
③
池
浦
友
美
(
長
浜
)
日
秒
5

一
走
り
幅
跳
び
}
①
藤
岡
珂
最
(
大
和
)

3
m
日
一
走
り
高
跳
び
}
②
尾
上
麻
美

(
大
和
)
1
m
口
③
上
川
弥
生
(
長
浜
)

-m口
一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
設
げ
一
①
久

保
智
恵
(
戒
川
)
剖

m
市

3
津
田
真
希

(
長
浜
)
幻

m
お
{
四
百

m
リ
レ
ー
一

①
長
浜
(
池
浦
・
明
智
・
戎
・
津
田
)

1
分

3
秒
7
③
櫛
生
(
山
本
・
山
本
・

水
沼
・
増
出
)
l
分
5
秒
3

事述書島講話包爆

F 向
全井
語芦t司
王『ト田

空因子
室、人さ
~ tヂ九
tE受ら
?賞

査詳都響寄~~~憶

十
月
十
三
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

な
愛
援
県
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、
地

域
の
社
会
福
祉
向
上
に
功
績
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
〉
(
敬
称
略
)

{
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
}
民
生

委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
:
向
井
菅
子

(
白
滝
・
七
三
)
、
社
会
福
祉
施
没
閣
係

功
労
者
・
:
宮
岡
民
子
(
内
子
町
・
五
二
)
、

社
会
福
祉
協
議
会
団
体
関
係
功
労
者
-E-

岡
野
勝
敏
(
白
滝
・
七
六
)

一
県
共
同
募
金
会
長
表
彰
一
共
同
募
金

運
動
奉
仕
功
労
者
;
安
川
千
鶴
子
(
白

滝
・
七
一
一
)

号室t~~島識鐸

ム室長稲
辱本田
茎護五
主主善月
肇ささ
早!んん

謡撃事懇請

十
月
三
十
一
日
、
松
山
市
で
「
統
計

の
日
」
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
農
林

水
産
統
計
業
務
に
協
力
さ
れ
た
方
々
へ

の
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
沖
浦
の
柏
田
五
月
さ

ん
(
七

O
)
が
協
力
年
数
二
十
六
年
の

特
別
協
力
者
、
と
し
て
、
ま
た
、
豊
茂
の

穴
口
本
護
幸
さ
ん
(
六
八
)
が
協
力
年
数

十
年
の
永
年
協
力
者
〈
曲
民
業
経
営
統
計

調
査
農
家
〉
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
農
林

水
産
大
臣
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受賞された稲田さん(左)と杏本さん

産動
岡
田
龍
衛
さ
ん
料

納

1
海
上
保
安
庁
長
官
感
謝
状
1

紳

十
一
月
四
円
、
黒
田
の
岡
田
龍
衛
さ

ん
(
七
五
)
は
、
二
十
年
間
の
、
与
さ
に

わ
た
り
長
浜
港
の
ニ
基
の
防
波
堤
灯
台

の
灯
火
監
視
を
続
け
ら
れ
て
来
た
功
績

に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
長
官
感
謝
状
を

え
け
ら
れ
ま
し
た
。

受賞された岡田さん
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の交通事故に注意しまし
例年、 12月は交通事故が多発しています。それに伴い、交通事故
による死者数も、他の月の 1.5倍に上っているのが現状です。
また、年末年始はお酒を飲む機会も増えて、ちょっとした気のゆる

みが大事故につながります。あなた自身と大切な家族のために、交

通事故防止を心がけ

0忘年会、新年会な
Oスピードは控えめ
Oシートベル トの

広報ながはま
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英
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美
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や
み

叩
月
届
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分

(
敬
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)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

白

滝
下
須
戒

長

浜

沖

浦
豊

茂

豊
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長

浜

豊
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本野西 i刻坂崎本本原

真
喜
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(
八
五
)

生
雄
(
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五
)

勉
(
七
五
)

又
市
(
九
四
)

亀
男
(
八

二

見
明
(
七
七
)

豊

己

(

一C
C
)

藤
四
郎
(
八
六
)

ス
ミ
ヱ

(九
九
)

-16-

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略

住

戸斤

氏

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

m月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の
氏

名

保

護
者
名

山矢小藤長鶴山松相

雅 達千大憲利
之也春介治平 i閏

d主主?iLL

布榊
マ今R3
Jdム♂

明治37年 2月に始ま った日露戦
まれすけ

争で、第三軍司令官乃木希典の指

揮下、難攻不落の二O三高地を 3

回に亘って猛攻の末、ついに陥落

させたのは12月 5日であった。

多数の死傷者を出したこの高地

に相応しい名を付けようと集まっ

た将軍 たちが騒いだ時、乃木将軍
にれいさんけん あ よ

は、「爾霊山ハ険ナレドモ量ニ馨
かん

ジ難カランヤ。男子ノ功名ハ課ニ
やま おお さんさょう

克ツヲ期ス。鉄血山 ヲ蔽イテ山形
ぱんにんひと

改マル。万人斉シク仰グ爾霊山」

という詩を作って、一同に示し感

動させたとし寸。 「爾霊」は、戦

死者たちの魂という意味である。

素人美人コンテス トが実施され

たのは、明治40年に時事新報が募

集したのが最初らしいが、まだ写

真によるコンテストであった。 こ

れに、 学習院中等科3年の妹の写

真を兄が無断で送ったのが、なん

と一等になった。 ところが、当時

学習院院長であった乃木将軍は激

怒して、その女生徒を退学処分に

してしま った。 将軍のような武骨

漢には、美人コ ンテス トなど理解

できなかったのであろう。

しかし、将軍は後にこの女生徒
しし

をご自分の戦友の嗣子に仲介の労

を執り、自ら媒酌人をつとめたと

いう話が残っていて、院長として

の立場の辛さと、将軍としての心

情が分かったようでほっとする。

人口・世帯数のうごき

10月末現在 前月との比較

10，198人 9人減

}¥ 口 (男 4，813人) (男 8人減)
女 5，385人 女 1人減

世帯数 3.653世帯 4世帯減
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